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ASDARシステム

　静止気象衛星、ひまわり”の機能の一つに，船舶や航

空機等で観測した気象観測データを収集し，地上の処理

局（気象衛星センター）に送信してくる重要なミッショ

ンがある．

　世界中を飛行する航空機の観測データは，高層観測デ

ータの一つとして，貴重である．

　ASDARシステム（Aircraft　to　Satellite　Data　Relay

システム）は，航空機に搭載されたデータ伝送システム

である．航空機が飛行中に取得する観測データ（測定シ

ステムは従来と変わらない）は自動的にASDARに記

憶され，一定時間毎に，静止気象衛星にデータ伝送が行

なわれる．

　日本，米国および欧州宇宙機構（ESA）等が協力して

整備した静止気象衛星網が，ASDARデータ収集責任範

囲を分担しあっているので，航空機の飛行に伴い，全航

路のデータが収集可能となっている．日本の収集責任範

囲は，　60。E～180。Eである．

　7．5分毎に，緯度・経度，観測時刻，高度，気温，風向お

よび風速が測定され，1時間で8個のデータがASDAR

システムに記憶される．毎時各航空機毎に定められてい

る送信開始時刻になると，自動的にデータ送信が開始さ

れ，静止気象衛星経由で地上処理局にデータが送られて

くる．受信データは，WMOのAIREPコードに変換

され，GTSに入力される．

　気象衛星センターでは，昭和53年9月からデータ収集

テストを始め，昭和54年1月11日から運用を開始し，収

集データをADESSを介し，GTSに入力している．送

信した通数は，昭和54年1月2968通，2月2544通，3月

7896通であり，今後はASDARシステムの搭載機数が

増加すると共に通数も増加しよう．

　　　　　　　　　　　　　　　（気象衛星センター）
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